
 

 

県立２１世紀の森の概要について 

 

１ 設置目的 

   自然に親しむ機会の少ない県民に対し、緑豊かな森林というフィールドを提供し、森林・林業に

ついて理解していただくことを基本にしています。 

（１）森林及び自然の観察並びに林業における生産活動の実習の場の提供 

（２）森林及び林業に関する知識の普及・向上及び林業の振興と、県民に保健休養のための場を

提供 

（３）採種園の造成により、本県の気候風土に適した、優良樹木育成のための種子を安定供給 

 

２ 沿 革 

（１）昭和５５年３月に神奈川県農業公社から用地買収し、４月から造成事業に着手 

（２）昭和５６年５月に木材工芸センターの建設に着手し、翌５７年３月に完成 

（３）昭和５７年４月に木材工芸センター内に農政部林務課南足柄駐在事務所を設置 

   森林館の新築工事に着手し翌５８年２月の完成に伴い、駐在事務所を木材工芸センターから

森林館に移転 

（４）森林館、木材工芸センターの完成により、昭和５８年５月に『神奈川県立２１世紀の森』条例を

施行 

   これを記念して、昭和５８年５月１５日に第３４回神奈川県植樹祭を開催 

（５）昭和５７年度までに取得した約６３ｈａの用地に加え、昭和６０年度に約４４ｈａの追加買収を実

施（敷地総面積１０７．３ｈａとなった。） 

（６）平成元年９月に、森林ふれあいセンターや休憩所兼球果乾燥舎等の総合案内施設に着手し、

翌、平成２年３月に完成 

（７）平成２年４月に、効果的な運営を図るため『神奈川県立２１世紀の森』条例を改正し、管理運

営を社団法人かながわ森林づくり公社に委託 

（８）平成２年５月１３日に本格的なオープンを記念して、第４１回神奈川県植樹祭を開催 

（９）平成１８年４月１日から、指定管理者制度導入により、管理運営を株式会社アグサ（旧社名：足

柄グリーンサービス）に委託、平成 23 年４月１日再指定以降、平成 28 年４月１日及び令和２

年４月１日指定 

 

３ 施設の概要 

（１）建物：森林館、木材工芸センター、森林ふれあいセンター、休憩所兼球果乾燥舎、      

あづまや８棟、便所棟３棟 

ア 森林館（４９９．９㎡） 

    ２１世紀の森施設の中心的な建物で、管理事務室のほか、県民の皆さんや林業者のための

研修室、森林や林業の役割について理解を深めていただく展示室を設置 

イ 木材工芸センター（２３１．７６㎡） 

    林業者や県民が木材の加工を体験するための施設 

ウ 森林ふれあいセンター（２１５．１１㎡） 

    和室の研修室、休憩等に利用するホール等 
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エ 休憩所兼球果乾燥舎（１５１．２９㎡） 

    ２１世紀の森の利用者の休憩施設 

採種園での種子採種時期には、球果を乾燥させる施設としても利用 

 

（２）駐車場：中央駐車場、下部駐車場、上部駐車場  

   

（３）その他：集団樹木、育種施設、内山林道・細久保林道の一部 など 

 

４ 施設の利用 

  森  林： 年間開放 

  建  物： 年末年始と月曜日及び祝祭日の翌日は休館（４，５，７，８月は無休） 

  利用時間： 午前９時から午後４時３０分 

  利 用 料： 木材工芸センター 200 円（その他の施設は無料） 

 

５  利用者 

○ 利用者数は、平成１８年度は初めて４万人を超え、平成 26 年度には約５万人となりました。

平成 27 年度以降は、約４万人で横ばいで推移し、新型コロナ感染症の影響で令和２年に利

用者数が大幅に減少しましたが、直近の令和５年度はコロナ感染症で中断していた「21 世紀

の森まつり」の再開もあり、利用者数が約４万人まで回復しました。開設以来、昨年度末まで

に延べ１４３万人余りが利用しています。 

○ なお、この利用者数につきましては、森林・林業の展示のある「森林館」や木材加工を体験

する「木材工芸センター」の利用者、駐車場に停車している車の台で把握した園地利用者の

合計となっています。 

○ 人数把握の難しい、散策やハイキングなど徒歩で園内を利用される方々は利用者数に含ま

れていません。 

 

６ 管理運営 

  平成１８年４月から、株式会社アグサ（旧社名：足柄グリーンサービス）に管理運営を委託してお

り、現在４期目。 

 

７  指定管理者制度の導入までの経緯 

○ 平成２年４月に２１世紀の森を全面オープンするに当たり、多様化する県民のニーズに迅速

かつ的確に対応し、きめ細かな行政サービスを提供するため、県の森林・林業の諸施策と連

動した民間活力の導入を図る必要がありました。 

○ そこで、森林の整備や活用促進事業などを行い着実に実績をあげていた「社団法人かなが

わ森林づくり公社」（平成２年当時は、「社団法人神奈川森林公社」）に委託していました。 

○ 公社への委託は、地方自治法に基づき公益法人としての公社に委託しているものです

が、平成１５年の地方自治法改正による、いわゆる「指定管理者」の導入により、公益法人

以外にも民間に対し管理の門戸を開くこととなりました。 

○ 選定の結果、株式会社アグサ（旧社名：足柄グリーンサービス）が指定管理者に選定され、

平成 １８年４月から管理運営を行っています。



 

 

８ 資料 

（１） 入場者の推移                                            単位：人 

年 度 利用者数 年 度 利用者数 

  Ｓ58 19,397 Ｈ29 39,872 

Ｓ59     23,305    Ｈ30 39,987 

Ｓ60     23,595 Ｒ元 41,174 

Ｓ61     21,897   Ｒ２ 23,824 

  Ｓ62     24,260   Ｒ３ 35,435 

   Ｓ63     27,808   Ｒ４ 34,389 

Ｈ元     33,920   Ｒ５ 43,573 

   Ｈ２     32,509   合計 1,428,231 

   Ｈ３     34,767   

   Ｈ４     35,865 

   Ｈ５     37,515 

   Ｈ６     33,597 

   Ｈ７ 34,370 

   Ｈ８ 30,176 

   Ｈ９ 29,030 

   Ｈ10 31,306 

   Ｈ11 30,028 

   Ｈ12 28,015 

   Ｈ13 27,316 

   Ｈ14 30,605 

   Ｈ15 33,404 

   Ｈ16 34,609 

   Ｈ17 33,041 

   Ｈ18 41,635 

   Ｈ19 43,883 

  Ｈ20 44,144 

  Ｈ21 43,953 

  Ｈ22 46,504 

  Ｈ23 45,199 

  Ｈ24 42,222 

  Ｈ25 39,889 

  Ｈ26 49,979 

  Ｈ27 42,094 

  Ｈ28 40,140 



 

 

（２） 委託費の年度別内訳                    単位：千円 

年度 収入内訳 支出内訳 

委託（指定管理）費 利用料金 人件費 管理運営費 

Ｈ１５ 35,460 ― 24,286 11,174 

Ｈ１６ 33,645 ― 23,512 10,133 

Ｈ１７ 34,100 ― 23,765 10,335 

Ｈ１８ 29,930 ― 17,148 12,782 

Ｈ１９ 29,930 ― 18,140 11,790 

Ｈ２０ 29,930 ― 18,140 11,790 

Ｈ２１ 29,930 ― 18,140 11,790 

Ｈ２２ 29,930 ― 18,140 11,790 

Ｈ２３ 28,470 ― 17,000 11,470 

Ｈ２４ 28,470 ― 17,850 10,620 

Ｈ２５ 28,470 ― 17,850 10,620 

Ｈ２６ 29,285 ― 18,360 10,925 

Ｈ２７ 29,285 ― 18,857 10,428 

Ｈ２８ 28,534 190 17,435 11,234 

Ｈ２９ 28,494 163 17,240 10,835 

Ｈ３０ 28,454 132 16,771 11,125 

Ｒ元 28,671 122 17,565 10,708 

Ｒ２ 28,909  52 16,934 10,208 

Ｒ３ 33,291  70 18,409 10,787 

Ｒ４ 33,281  47 18,415 14,149 

Ｒ５ 33,271  60 19,388 14,123 

        


